
   

 

 

 

 

 

変化の大きい世の中を生き抜くための自己決定力 

校長 水野 夏子  

 子どもたちが大人になった頃、世の中がどうなっているかを予測することは難しいとされていま

す。ある程度の予測ができたとしても、ひとたび天災、人災、疫病の流行などが起これば、あっとい

う間に覆ってしまいます。新型コロナウイルスの流行やトルコ・シリアの大地震、ウクライナ侵攻

など、ここ最近のニュースを見ても、何が起こるか分からないのが現状です。グローバル社会とな

り、例え地球の裏側で起こった出来事であっても、私たちの生活に大きく影響を及ぼします。世の

中の大きな流れをみても、急速に変化しているのはご承知の通りですが、突発的なことが起これば、

なおさら急激な変化をもたらすのです。 

 そんな世の中の変化に対応する力として、最近「自己決定力」という言葉をよく目にするように

なりました。小さい頃から自分の意思で何かを決めることをやっていたかが重要で、こうした子は

変化への対応力が高いのだそうです。しかしながら、「自己決定力」は簡単には身に付きません。例

えば「Ａにする？Ｂにする？」などから始まる小さな意思決定の経験を積み重ねていくようなトレ

ーニングが必要です。ある人は、休日の家族の出かけ先を子どもに決めさせていたそうです。また、

ある人は目的地までの行き方を選択させることもしたそうです。我々大人は、ついつい先見の明を

振りかざして「○○だから、Ａにしておきなさい」と、自己決

定する機会を安易に奪ってしまっていないかと心配になりま

した。子どもたちの中には決定することに時間のかかる子もい

ますし、こちらが思ってもみない方を選択する場合もあるでし

ょう。想像するとぞっとすることもあります。それでも、子ど

もたちが自分で何かを決める機会をできるだけ奪わないよう

にしたいものです。さらに、意見が対立したときには、対話に

よって合意形成していく過程を積み重ねていけば、素晴らし

いトレーニングになりそうです。小さなことから少しずつ取

り組めたらと思います。 
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【学校評価アンケートへのご協力、ありがとうございました。】 

１月に実施しました学校評価アンケートにご協力いただき、ありがとうございました。集約結

果がまとまりましたので、別紙でお伝えします。自由記述には、教職員への温かいお言葉をいた

だきました。応援していただいていることが分かり、大変励みになります。学校を代表してお礼

申し上げます。反対に、欠席者への対応などに不安やご心配をおかけすることがありました。ま

た、行事や部活動、マスクのことについてのご意見もいただいています。校内で共有するととも

に、次年度にどう生かしていくかを教職員で検討していきます。 

【２月９日、10日 授業参観の様子】 


